
カリキュラム区分 4カリ シラバス区分 学部生

科目区分 科目コード
履修時期
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専門科目 446 2年 後期 臨床検査学科 必修
臨地実習Ⅰ

45 1
Clinical Practice Ⅰ

担当教員

臨床検査学科全教員

④ 看護の対象が、その人らしく生きられるように、科学的根拠に基づいた看護が実践できる能力を身につけている。

⑤ 地域社会及び保健・医療・福祉分野における多職種と連携・協働し、看護職の役割を拡大できる基礎的能力を身につけている。

⑥ 看護専門職として、主体的・創造的に継続学習に取り組む能力を身につけている。

関連するDPキーワード（看護学科）

① 幅広い視野と豊かな感性を身につけ、人々の権利や意思を尊重した倫理的な看護が実践できる。

② 他者との関係性を成立・発展させるためのコミュニケーション能力を身につけている。

③ 地域で生活する複雑・多様な対象を、専門的知識に基づき総合的に理解するための基礎的能力を身につけている。

関連するDPキーワード（臨床検査学科）

① 幅広い知識・教養をもとに、医学検査の対象となる人を総合的に理解し、その人の権利や意思を尊重することができる。

○ ② 医学的に必要な専門知識・技術を備え、検査データを総合的に解析する力を身につけている。

⑦ グローバルな視点で看護実践を科学的に探究し、看護を発展させる基礎的能力を身につけている。

⑥ 医学検査を通して、社会の多様性に合わせた貢献ができる基礎的能力を身につけている。

○ ③ 多職種間で連携・協働しながら医学検査の専門家として貢献できる力を身につけている。

○ ④ 医学検査とそれぞれに関連した幅広い分野の発展・向上のために、自らの能力を高める自己教育力を身につけている。

⑤ 科学的思考力に基づき、医学検査の進歩・発展に対応できる学究的態度を身につけている。

到達目標（授業目標）

①中規模病院における臨床検査の流れを理解し患者から提供される検査材料の種類について説明できる。
②尿および血液などの検体の取り扱い方について説明できる。
③尿および血液を用いた臨床検査の種類について説明できる。
④医療人としての患者への接し方について説明できる。

授業計画（項目・内容と方法・担当者）

授業目的

臨床検査に関する専門的な多くの講義が終了した時点で、早期に臨床検査の行われている中規模病院の医療現場を体験することにより臨床検査の役割
と責任について理解を深めるとともに、チーム医療の一員であることの自覚と医療人としての見識を養ことができるようになる。さらに、臨床検査材
料の種類・取り扱い方および検査結果の判定方法とその結果のもつ意義について理解を深めることができるようになる。



授業概要

下記の施設で、実際の医療現場において、どの様に臨床検査が行われているかについて体験し、臨床検査の役割と責任について理解を深め
るとともに、チーム医療の一員であることの自覚と医療人としての見識を養う。種類・取り扱い方および検査結果の判定方法とその結果の
もつ意義について理解を深める。
 
○実習施設
①済生会松山病院、②道後温泉病院、③愛媛生協病院、④鷹の子病院、⑤愛媛医療センター、
⑥松山市民病院、⑦住友別子病院、⑧済生会西条病院、⑨喜多医師会病院、⑩市立宇和島病院
 
◎実習内容: 病院内における患者対応に関する最低限の臨床能力研修・試験（5時間相当）を実施後に、病院検査室の臨床検査技師の
職務に ついて理解を深めるため、愛媛県内の中規模10病院に分かれ、5日間の見学実習（40時間相当）を行う。

成績評価方法及び基準

実習の評価項目及び実習記録を基に評価する。（評価項目等の詳細は実習要項に示す）

教科書

参考図書等

授業時間外の学習について（授業準備のための指示）

・学内で学んだ知識や技術を正しく展開するために、実習に入る前に、もう一度復習して要点をまとめて理解しておく。
・実習した内容を理解するために、即日実習ノートを整理し、何を学んだのか自己評価する。また、翌日行う実習の予習をする。

関連科目

前科目 2年次終了専門科目

実務家教員

後科目

備考


